













によれば，「ヘンリー６世 Part 1」(以後 1 Henry 6) が遅くとも1590
91年までに書かれ，「ヘンリー６世 Part 2」「ヘンリー６世 Part 3」（以
後それぞれ 2 Henry 6, 3 Henry 6）がそれに続き，上演したのは














ろう。Strange's Menは時には Derby's Menと呼ばれた。これはこの劇
団のパトロンがランカスター地方に本拠を持つスタンリー家（Stanleys）
の当主ダービー伯爵（Earl of Derby）であり，同時にその長男を Lord
Strangeと呼び習わしていたことに起因する。イギリス国王の継承者を今



























ンメントを仕切る Master of the Revels エドマンド・ティルニー
(Edmund Tilney) が主要劇団のスター役者を引き抜いて作った劇団で
ある。それに続くのが，一時エリザベスとの結婚も噂された女王陛下の寵






Chamberlain's Men でシェイクスピアの同僚となる William Kemp,
George Bryan, Thomas Popeの三人が Leicester's Menから Strange's
Menに移動したと考えられている。2 優秀な役者を次第に集めていった
Strange's Menは，ますロンドンの宿 the Cross Keysを舞台スペース
に用い，都市型の常設劇団に徐々に変貌をとげ，とくに当時の一番の人気
役者アレン（Edward Alleyn）の率いる Admiral's Menと合同してロ



















Christopher Marlowe, Thomas Kyd, George Peele，Robert Greene
など，まさにエリザベス朝演劇の歴史を書き換えた劇作家たちの作品が名
を連ねていた。シェイクスピアの 1 H 6（＝ ne Harey the vi"）は３月







た Kemp, Bryan, Pope の３人に加えて，将来 LCMで同僚になる John
Hemingesと Augustine Phillipsの名前が記されている。この書状には
ないが，もう一人の後の LCM団員 Richard Cowleyが巡業に加わって
いたことは別の資料で確認されている。3 いかにこの時期の Strange's
Menに次代を担う優れた役者が集まっていたかを物語っている。ヘンズ
ローの日誌に記録はないが，2 & 3 Henry 6の二つの芝居が薔薇座でロ
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ンドンを離れる前に上演された可能性は否定できない。同じように地方巡
業に出た分派の Pembroke's Menの団員の一部が 2 & 3 Henry 6をロ
ンドン，宮廷，あるいは地方で上演した記憶に基づいて再構築したのが









Richard III を始めとする一連の作品群の Strange's Men, あるいは
Pembroke's Menとの深い関係である。その作品群とは Richard IIIの




1597年 Q1 出版。表紙には As it hath been lately acted by the
right honourable the Lord Chamberlain his Servants"とある。この
Q1の性格，出自については明確な合意ができていないが，推定の執筆，
初演時期は1591年 1592年にだいたい落ち着いている。4 初演を果たした劇






の Q版の表紙に Derby's Men, Pembroke's Men, Sussex's Menの順で
上演されたと記されている）→ 1594年１月薔薇座で Sussex's Men によっ
て上演 (ヘンズローの日誌の書き込みは ne Titus & Ondronicous")
→ 同年６月 Admiral's Men／LCMが合同で上演。場所はテムズ河南の
Newington Butts。以降 Titus Andronicusの版権は LCMのものとなる
→ the First Folio の Titus Andronicusとして出版。
The Taming of a Shrew (「じゃじゃ馬馴らし」The Taming of the
Shrewと深い関係にあるが別の芝居)
1594年６月 Newington Buttsでこのときロンドン・デビューを果たし
た LCMと Admiral's Menの合同公演で The Taming of a Shrewが上
演されている。しかし1594年出版の Q1版（５月に Stationers' Register
登録）の表紙には Pembroke's Menによって上演されたと明記されてい
る。A Shrew／ The Shrewの二つの劇の関係が解明されていない現状
では明確なことは言えないが，1594年 95年に出版された Pembroke's
Menのレパートリーにあった芝居（1 Contention, The True Tragedy,
Titus Andronicus, Richard III ?）の推定執筆年から類推して1591 93年
が妥当と考えられる。
興味深いのは，ロンドン演劇界でデビューを果たした直後に書かれたシェ















Christopher Marlowe の The Jew of Malta は（初演劇団は不明），




スピアが Strange's／ Pembroke's Menのために書いた作品にはそれが
起っているのである。これと対照的に，例えば Q 版から Pembroke's
Men のレパートリーに属していたことが確認されているマーローの
Edward IIは Pembroke's Men破綻後に外部に流失し，結局時間を経て
Queen Anne's Players の所属に帰した。ある程度の紆余曲折はあれ，
結局ヘンリー６世３部作，Titus Andronicus, Richard III, The Taming
of a／the Shrewすべてが1594年設立された LCMの手に渡り，以後カン

















Kemp, Bryan, Pope, Phillips, Heminges, Cowleyという1594年設立時
の LCM幹部が Strange's Menに在籍していたことは, Strange's Men
が事実上 LCM の前身，あるいは母体であったことを物語っている。6
1598年出版のベン・ジョンソンの Everyman in His Humourに付された
LCMの幹部役者のリストには下の名前が記されている。これが LCMの
創設時のメンバーと一番近いものと考えられている資料である。
William Shakespeare Richard Burbage
Augustine Phillips＊ John Heminges＊
Henry Condell Thomas Pope＊
William Slye Christopher Beeston
William Kemp＊ John Duke
＊をつけたのは Strange's Men から移籍した役者である。Strange's
Menからさらに Cowleyと Bryanが移籍したことは二人の名前が F1の






players of the Countess of Derby"と記録されている。つまり夫の死
のあと，妻の Countess of Derbyが劇団の仮のパトロネスとなったので
ある。６月ロンドンで LCMは Titus Andronicus, Hamlet, The Taming
of a Shrewなどを Admiral's Menと合同で上演し，輝かしいその歴史
の第一歩を踏み出した。LCMとAdmiral's Menの２大劇団の，Andrew
Gurr呼ぶところの duopoly"の時代の幕開けである。7 パトロンを失っ
た Strange's Menは新しいパトロンを捜し，当時 Lord Chamberlainで








シーズン，ロンドン市内の宿 the Cross Keysで LCMが公演できるよう
要望書を出している。The Cross Keysは遠くランカスターの地からロ
ンドンに進出した Strange's Men の最初の拠点であった。 Lord
Hunsdon が自ら選んで名指しでこの場所を要求したとは考えにくい。















Lancastrian Shakespeare" (ランカスターのシェイクスピア) 研究がと
もすれば，シェイクスピア・隠れカトリック説，あるいはロンドン，「中






















らにこう続ける。 And I most heartily require the said Sir Thomas
[i.e. Sir Thomas Hesketh] to be friendly unto Fulk Gyllome and
William Shakeshafte now dwelling with me and either take them
unto his service or else help them to some good master, as my





































Thomas Heskethは Alexander Hoghtonの遺志に従って少なくとも
Fulk Gyllome (Foulke Gillameなど異綴り多数) を下僕として受け入

























祝いの一環として Heskethと彼の players"が Knowsleyを訪れている。
ゲストの中には Master Houghton of Houghton"の名も見える。この
日の Knowsleyの家事日誌の記述は曖昧で， on Saturday Sir Thomas
Hesketh players went away" とある。 Sir Thomas Hesketh and









1588 89年のクリスマス／新年シーズンに次の記述がある。 On Tuesday
. . . at night a play was had in the hall & the same night my Lord















中に Sir John Savage (Savadgeがオリジナルのスペリング) という人
物の名前が見える。火曜日に Lathom Houseに到着し，芝居を観て，そ
の晩に帰ってきた Lord Strangeと会ったはずである。この Sir John





産受託者（管財人：英語では trustee"）となったのが Thomas Savage



























ディナンドは Cheshireの Lord Lieutenantも兼ねていた。この Savage
家とスタンリー家の関係は15世紀の薔薇戦争の時代まで遡る。Sir John
Savage IVはトマス・スタンリーの代理人として Cheshireの Haltonの
監督をまかされ，トマスの娘キャサリンと結婚して，それまでも庇護者と
― ―55





なる。 DNB のこの Savage family の項目は 1597年に死んだ John
Savageで終っており，彼は grew up to be a worshipful Elizabethan
gentleman'"と閉じられている。この John Savageが Lathomのスタ
ンリー家に出入りしていた John Savageかは確かめるすべもない。ただ，
年齢上は1588年のクリスマス・シーズンに存命していて，Lancashireあ
るいは Cheshire地域に住む worshipful Elizabethan gentleman"とし
てスタンリー家に招かれる条件を満たす点だけに限れば同一人物でありう
る。Cheshireに由来する Savage家の血脈は John Savageで途絶えた





































ローは Queen's Men の台詞の旧式なスタイルを jigging veins of















































































































たようで，1581年 Act Against Seditious Words and Rumors"と言
う名の法律が成立し，予言，魔法，占星術その他の違法な方法で，女王の
寿命や死後の後継者を占うことが禁止された。

























ド（後のリチャード３世）を据え，さらに Lord Hastings とWilliam
Stanley を共謀者として登場させている。スタンリーは台詞のない，い




























































ピアは忘れない。 Take all the swift advantage of the hours.／ You
― ―64
























シェイクスピアのイングランド史劇は King Johnと Henry VIIIを除け
ば，２つの「サイクル劇」に分けられる。Henry VI Part 1, 2, 3 と
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Richard IIIが the First Tetralogy (第１・四部作) を形成し，ヘンリー
６世，エドワード４世，リチャード３世の時代を題材とした連続した時間
を劇化している。一方，これより遅れて書かれたが，歴史的には第１・四
部作に至るまでの経過を描いた第２・四部作，つまり Richard II, Henry
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